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輸送の安全確保に関する警告書の発出について 
 

 令和５年１１月２１日、鈴与海運株式会社が運航する貨物船「太田川」が、清水
港沖で着岸待ちをしていた外航船に衝突する事故が発生しました。 
 これを受けて、当局が、令和６年７月１７日、２５日に、内航海運業法第２５条
第１項に基づく立入検査を実施したところ、安全管理規程の遵守義務に違反する事
実が確認されました。 

そのため、下記のとおり輸送の安全確保に関する警告書の発出を行いましたので、
お知らせいたします。 
 

記 
 
１．発出年月日 令和７年１月２０日 
 
２．事業者の概要 
 事 業 者 名：鈴与海運株式会社 （代表取締役社長 鈴木 英二郎） 
 住    所：静岡県静岡市清水区入船町１２－１ 
 主たる事務所：静岡県静岡市清水区万世町二丁目４－８  
 
３．警告の内容 
 以下に掲げる措置について、令和７年２月１９日までに当局あて文書にて報告す
ること。 
 
 ①経営トップは、安全管理規程第４条に基づき、輸送の安全を確保するため、安

全管理規程の遵守及び安全最優先の原則の徹底並びに重大な事故等に対する
確実な対応について主体的に関与し、安全マネジメント態勢を適切に運営する
こと。 

 
 ②安全統括管理者は、安全管理規程第１７条に基づき、安全最優先の原則を社内

へ徹底するとともに、安全管理規程の遵守を確実にすること。 
 
③運航管理者は、安全管理規程第１８条に基づき、船舶の運航の管理及び輸送の

安全に関する業務全般を統轄し、安全管理規程の遵守を確実にしてその実施を
図ること。また、船舶の運航に関し、船長と協力して輸送の安全を図ること。 

 



 
 

④安全統括管理者等は、安全管理規程第３５条に基づき、アルコール検査要領に
基づく検査及び記録が適切に行われているかの確認等を実施し、実効的なアル
コール検査体制を構築すること。 

 
 ⑤経営トップ及び安全統括管理者は、安全管理規程第４２条に基づき、事故処理

（原因究明及び再発防止策の策定までを含む一連の措置）に際しては、事故の原 
 因究明を最優先に実施して現場におけるリスクを明確にし、必要な再発防止策 
 を含む対応措置を講ずること。 

 
 ⑥安全統括管理者及び運航管理者は、自らの責務を再認識するとともに、安全管

理規程第４７条に基づき、乗組員、安全管理に従事する者等に対し、安全管理
規程（アルコール検査要領に定める飲酒教育を含む。）、その他輸送の安全を
確保するために必要と認められる事項について理解しやすい具体的な安全教
育を定期的に実施し、その周知徹底を図ること。 

 


